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日本古来の 人魚 、 リュ ウグウノ ツ カイの 生物学

本 間 義 治 噺 潟大学名誉教授）

　人魚 とい うと、ジュ ゴ ン とい う海牛目の 哺乳類

を思 い 浮か べ る 入が多 い こ とで あろ う。 し か し、

人魚に なぞ らえら れ て きた動物は古 くか ら各国 で

異な り、ア ザ ラ シ の よ うな鰭脚類 で あ っ た り （欧

州北海沿岸）、イ ル カ （鯨 目） （地 中海） や マ ナ テ

ィ （海牛） （南米） で あ っ た りす る。名称 も、英

名 の mermaid （♀）、　 merman （♂）、ドイ ツ名 の

Meerweib 、　 Meerfrauleinな ど様 々 で あ る。　 H．　 C．

Andersen物語 の 「人魚姫」 または 「小 さ な人魚」

は北方ゲ ル マ ン語系原語で
“
Den 　Lille　Havfrue＝

Kleine　Meerweib
”

と題 さ れ て い る 。

　 ジ ュ ゴ ン の 生息分布地 は、主 に 太 平洋
・イ ン ド

洋の熱帯 ・亜 熱帯海域 の 沿岸で、ア ジ モ 類 な ど 海

草を食し、北 限 は台湾か ら南西諸 島に ま で 及 ん で

い る。日南市油津湾 （1907）、九 州牛深 の 魚貫湾

（2002）や 朝鮮半島群 山 （1932）な どの 採捕例 は、

迷入 と 目 さ れ て い る 。

　元 台北帝大教授平坂恭介 （1933、1934 、1942）

に よ れ ば、台湾 や 沖縄 （ザ ン ノ イ オ と称す る ） で

は、ジ ュ ゴ ン を 人魚視す る 伝説 は 存在 しなか っ た

と い う 。 わ が 国 に お け る ジ ュ ゴ ン 人魚説 は 、T ．

Bromme 著 を訳 した 男爵 田中芳男 （1875、明治 8）
　 　 　 　 き ん もう

の 「動物訓蒙　哺乳類初編 ：動物学初編　哺乳類

上 ・下』の 編纂刊行か ら急 速 に 広 ま り、常識化し

て い っ た。

　鎌倉か ら江戸時代の い くつ か の 文書（大和本草、
か ワ　 し

甲子夜話、古今著聞集、武道伝来記、諸国里 人談、

北国巡技記、丹州三 家物語 、 運歩色葉集 、 北條五

代記 、 和漢三 歳図会 、 広大和本草、分類本朝年代
　 　 りくふ つ
記、六物新誌な ど ） に 記 され て い る 人魚は、い ず

れ も海岸 に打 ち寄 っ た か、海 ヒに姿 を現 した もの

の 目撃談で あ り、「薄赤 い 長い 髪 （鶏冠 ）と腰 に

蓑を持ち、体は 白 く＿ 」 な ど と、記 述 に 共通点

が み ら れ る 。 こ の 動物 の 正体は 、台湾や 中華人民

共和国 で
“
鶏冠刀魚

”
、

“
皇帯魚

”
など、朝鮮半 島

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お いらん

で
“
サ ン カ ル チ

ー”
、本邦富山湾 で

“
花魁

”
、越後

柏 崎 で
“
シ ラ タ キ

”
と称す る リ ュ ウ グ ウ ノ ッ カ イ

（Regalecus　russelli ） とい う異顎 目 の 紐体類 に 属

す細長 くて 帯状 の 形態 を し た珍希 な魚類 で あ る。

因 み に 、近似 種の サ ケ ガ シ ラ （Trachipterus

ishikawae）を中国 で は
“
粗鰭魚

”
と か

“
扇尾魚

”

と呼ぶ 。 英語 で oarfish 、　 ribbonfish 、 ドイ ツ 語 で

Riemenfisch と呼 ば れ る リュ ウ グ ウ ノ ツ カ イ こ そ

人 魚に なぞ ら え ら れ た 動物 で あ る こ と を、最初 に

指摘し た の は 、九 大名誉教授 で あ っ た 内田恵 太郎

（1960 、 1962） で あ る 。 児 童文学作 家 の 小川未 明

（文化功労 者） の 作 品 『赤 い 蝋燭 と 人魚』 （1921）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が ん 　こ

の 元 に な っ た 越後大潟 町雁子浜 に あ る 比翼塚伝説

（北方文 学、 2 号） の 人魚 も、描写 か らリ ュ ウ グ

ウ ノ ッ カ イ と推定 され る 。 した が っ て 、八 百比丘

尼 入定 の 地 と伝説され て い る越前小浜 の 海岸に 建

立 された上半身が少女、 ド半身が鱗で 覆われた 1

対 の 魚形 人魚像 の 説明板 に 、「人 魚は ジ ュ ゴ

ン．．．．」と記 して ある の は、矛盾 も甚だ しい
。

　 こ の 全長10m に も達する奇態な希魚は 、 中部太

平洋の 深海中層に 生活の場をもち、 蛇行遊泳の ほ

か 、タ チ ウ オ の よ うに 垂直位に体を保つ こ とが 知

ら れ 、 浮遊 卵を産む と推測 され て い る 。 そ して 、

荒天 の 後 、 こ と に 日本海沿岸へ 厳冬期
〜

初春 に漂

着する こ とが多 い 。 したが っ て、天変地異なかで

もしばしば地震 と結 びつ け られ報道 され て きたが

（末広 、 1969 ；青森 県水産試験場、1984、な ど）、
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憶測に過ぎない 。 また、白身の水分が多い 柔か い

肉質で、不味であ るにかかわ らず 、 本邦各地で薬

効 視 して 、多数 の 八百比丘尼伝説が生 まれ た が 、

越後に も佐渡に もあ る。 神奈川大学教授宮田　登

（1999）が、ジュ ゴ ン の 肉を食 した女性 を八百比

丘尼 と称 した と説い て い る の は、当たらな い 。 な

お、サ ン カ ル チ ー
の 肉は ラ イ病に特効があ る と信

じられ、高価に取引された とい う。 江 戸末期 の 庄

内藩家老松森胤保もそ の
一

人で ある。傑出 した ナ

チ ュ ラ リ ス トで 、大 著 「両羽博物図譜』 （59冊、

稿本）（1882〜1892）を執筆した ほ か 、『物理新論』

（稿本） （1885） の 中 で 、独 自の 分類進化体系を打

ち立 て て い る。彼が実物 をス ケ ッ チ した （1856、

安政 3 ）と称す る 人魚 は、実 は サ ル の 頭胸 部 に ス

ズ キ 型魚類の胴部を継 い だ もの で あ り、同様 の 代

物 は江戸末期か ら明治初期に かけて 、西欧人の 土

産物 として かな りの 数が つ くら れ た と い う。 ラ イ

デ ン 博物館に も所蔵され て い る が 、越後柏崎 の 妙

智寺に も 1体 あ り、こ れ はサケ の 胴 部を継 い だも

の で ある 。 やは り江戸末期 の 幕臣 で 、著名 な画家

であ っ た毛利梅 園 （1798〜1851、寛 政 10〜嘉永 4 ）

の 『梅 園魚 譜』に も、彩色図 2葉 が載せ られ て い

る 。 中国広東州 で は、コ イ科魚類 、ニ ベ 、オオ ウ

ナ ギな どを巧み に つ なぎ合わせ、作成された。

　著者は、ご く希に漂着した り捕獲 された りした

リ ュ ウ グ ウ ノ ッ カ イや 近似種の サ ケ ガ シ ラ、ア カ

ナ マ ダ （墨汁嚢をもつ 珍魚）な どの 生殖腺や 他の

器 官組織 を、顕微鏡 に よ っ て 観察を続け て きた の

で 、それ らの 結果 よ り本種の 生活環 を考究 したい 。

COMMENT

　本間報告で は、日本古来 の 人魚説話 の モ デ ル 動

物が何か に つ い て 、諸説 （通説）が検証 され、そ

れ が 「リ ュ ウ グ ウ ノ ツ カ イ」で あ る こ とが確め ら

れ、加えて 、こ の 魚 の 生物学的特徴が 明 らか に さ

れ た。

　本報告で 強調 され た こ と は 、「わ が 国 に お け る

人魚ジ ュ ゴ ン 説」は看過 で きな い 「俗論 」 で あ る

とい うこ とで ある 。
こ の こ とは、古文書 （実見談

記録）、 現存剥製等の 調査 に よ り実証的に 明 らか

にされた 。 そ して 、 日本に は ジ ュ ゴ ン を人魚視す

る説話 は存在 しなか っ た こ とを確め た 。 通説の 根

源 は 1875年 （明治 8）刊行 の T ．Bromme 著田中

芳男訳 『動物学 （哺乳類）上
・
下』で あっ た の で

あ る 。

　さ らに、古文 書 の 記述内容 を分析 し、そ の 正体

大 海 原 宏 （福井県立大学）

が 「リュ ウ グ ウ ノ ッ カ イ」で ある こ と、同種の 魚

類 を含 め て 、日本海沿岸各地 で こ の 魚に 固有の 名

称 が付 け ら れ て い る こ と等も明 ら か に さ れ た 。報

告 者 は こ の 魚に まつ わ る 諸 々 の 推論 の 実証性に 欠

け る こ と に も言及 し て い る 。

　第 2 の 論点、「リ ュ ウ グ ウ ノ ッ カ イ の 生 物学」

は 報告者 の 専 門領域 で あ る 。 こ こ で は、生息域 、

形態、遊泳、産卵 の ほ か 、生体 の 組織学的研 究成

果 の
一

端が近縁種 と の 比較 を交 え て簡潔に報告さ

れた。

　本報告は、日本の 民俗的伝承 で あ る 古来か らの

人魚説話が 正 しい 理解の もとに 継 承 され る こ と の

大切 さを明示 した こ と、希少生物種 で あ る 深海魚

の 生物学の研究の 現代的課題 に も注視 した こ と等

貴重な もの で あっ た 。
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